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No.198令和５年10月26日発行 ９月定例会

みんなでさわやかな一日を
（スポーツ交流大会）

令和４年度決算認定
決算審査特別委員会
一般質問



更新されたそりすべり

工事中の給食センター

　令
和
５
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
５
日
か
ら
15
日
ま
で
の

11
日
間
に
わ
た
り
開
か
れ
た
。

　村
長
提
出
案
件
は
、
条
例
改
正
４
件
、
村
道
路
線
の
認
定
１

件
、
村
道
路
線
の
変
更
１
件
、
令
和
５
年
度
補
正
予
算
７
件
、

報
告
３
件
、
令
和
４
年
度
各
種
会
計
決
算
認
定
７
件
の
全
23
議

案
が
提
出
さ
れ
、
全
て
原
案
可
決
さ
れ
た
。

９月定例会
一般会計歳出
49億4,536万円

歳入決算額会　計　別 歳出決算額

特
別
会
計

 5億6,253万円

 2億3,449万円

 6億9,331万円

4,360万円

6,505万円

 2億6,411万円

1,028万円

◎各種会計決算

国民健康保険事業

下 水 道 事 業

介 護 保 険 事 業

戸別合併処理浄化槽

後 期 高 齢 者 医 療

水道事業
収 益 的 収 支

資 本 的 収 支

◎翌年度繰越内訳

に２億5千万円給食センター整備

 5億2,450万円

 2億3,126万円

 6億4,640万円

4,103万円

6,420万円

 2億3,802万円

4,969万円

おおひら議会だより （２）第198号（令和５年10月26日）

（51.4％）

源

財

存

依 自

（48.6％）

源

財

主

令和４年度
全会計を
決算認定

①学校給食センター整備事業･･2億5,361万円
②生活安定給付金（全村民）･･5,680万円
③物価高騰特別給付金 ･････2,080万円
④地域農業継続支援金 ･････3,088万円
⑤地域産業継続支援金 ･･････ 750万円
⑥企業立地促進奨励金 ･････7,435万円
⑦コロナワクチン接種事業･･･3,664万円
⑧万葉クリエートパーク遊具更新･･4,171万円

令和４年度の主な内容は次のとおり

◆　一般会計決算の概要　◆

①村税滞納整理
　　県滞納整理機構に移管した未納額の
内348万円が納付となった。

　　今後も未納額縮減対策及び適切な徴
収事務の強化を図られたい。

②決算不用額
　　財政調整基金から繰り入れしている
中で、1億9,668万円も繰越残金が生
じている。予算執行上好ましくない。

③財政計画
　　今後の公共施設等の更新を見据えて、
中長期財政計画を策定し、安定した財
政運営を行うべきである。

◆　監査委員審査意見　◆
改善点・要望点

に２億5千万円給食センター整備

総務費
8億5,890万円
17.4%

土木費
7億3,172万円
14.8%

教育費
6億6,375万円
13.4%

衛生費
3億9,155万円
7.9%

公債費
3億7,616万円
7.6%

商工費
2億3,478万円　4.7%

消防費
1億9,500万円　3.9%

災害復旧費
1億9,400万円　3.9%

議会費
8,634万円　1.8%

農林水産業費
1億6,507万円　3.3%

民生費
10億4,809万円
21.3%

歳出総額
49億4,536万円

村税
17億1,509万円
33.3%

繰入金
4億9,860万円
9.7%

その他自主財源
2億3,516万円
4.6%

地方交付税
9億304万円
17.6%

国庫支出金
8億7,128万円
16.9%

村債
2億8,540万円
5.6%

県支出金
2億2,303万円
4.3%

その他依存財源
3億5,919万円
7.0%

繰越金
5,125万円
1.0%

歳入総額
51億4,204万円

（３） おおひら議会だより 第198号（令和５年10月26日）
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小川克也委員長

新センターからの給食始まる（中学校）

問

　昨
年
も
指
摘
し
た
が
、
村
所

有
物
品
で
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い

な
い
も
の
が
修
正
さ
れ
ず
、
本
年

も
記
載
漏
れ
の
ま
ま
で
あ
る
。

 

答

　産
業
振
興
課
管
理
の
ウ
ッ
ド

チ
ッ
パ
ー
と
自
走
草
刈
機
で
あ
る
。

台
帳
管
理
が
不
十
分
で
あ
り
、
今

後
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う

台
帳
管
理
を
徹
底
し
た
い
。

問

　給
食
セ
ン
タ
ー
の
光
熱
水
費

や
食
材
費
な
ど
は
、
前
年
と
比
較

し
て
ど
の
く
ら
い
上
昇
し
て
い
る

の
か
。

 

答

　燃
料
費
や
電
気
料
な
ど
に
加

え
物
価
高
騰
に
よ
り
食
材
費
も
値

上
が
り
し
て
い
る
。
１
食
当
た
り

の
給
食
単
価
に
つ
い
て
も
今
後
検

討
し
た
い
。

 

問

　給
食
セ
ン
タ
ー
設
計
業
務
の

誤
り
に
よ
る
工
事
請
負
契
約
変
更

の
経
緯
と
今
後
の
対
応
は
。

答

　設
計
業
者
の
誤
り
に
よ
り
建

築
整
備
工
事
全
体
に
変
更
が
生
じ
、

契
約
金
額
も
増
額
し
た
。

　設
計
委
託
業
者
と
は
、
変
更
に

至
っ
た
責
任
等
に
つ
い
て
今
後
協

議
し
て
い
く
。

 

問

　給
食
セ
ン
タ
ー
が
移
転
新
築

さ
れ
る
が
、
調
理
業
務
の
契
約
期

間
と
委
託
業
者
は
ど
う
な
る
の
か
。

　新
規
購
入
し
た
物
品
類
は
新
セ

ン
タ
ー
で
も
使
用
で
き
る
の
か
。

答

　現
契
約
は
４
年
度
末
ま
で
の

３
年
間
で
あ
る
。
５
年
度
か
ら
は

新
た
な
契
約
と
な
り
、
９
月
末
ま

で
の
期
間
で
、
新
セ
ン
タ
ー
が
稼

働
す
る
10
月
か
ら
改
め
て
契
約
と

な
る
。

　購
入
し
た
物
品
食
器
は
新
セ
ン

タ
ー
で
も
使
用
で
き
る
よ
う
選
定

し
て
い
る
。

主 　 な 　 質 　 疑

　令和４年度各種会計決算審査のため、決算審査
特別委員会（委員長 小川克也）が６日間にわた
り開かれた。
　特別委員会では課長などに質疑を行い、慎重審
議した結果「認定すべき」と決定し、９月15日の
本会議で議長に報告した。

認定すべきと決定 賛成10 反対０

決 算 審 査
特別委員会

物
品
台
帳
管
理

問答

問

給
食
セ
ン
タ
ー

答

答

問答

問

おおひら議会だより （４）第198号（令和５年10月26日）

撤去されたままの権現橋（大瓜下）

ミルク・おむつの購入に

問

　大
衡
城
は
指
定
管
理
か
ら
除

外
し
て
お
り
、
利
用
も
少
な
い
状

況
で
あ
る
。
今
後
の
維
持
管
理
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答

　建
物
が
老
朽
化
し
て
お
り
村

直
接
管
理
と
し
、
利
用
も
限
定
し

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　安
全
な
施
設
管
理
を
す
る
た
め

に
は
修
繕
も
必
要
で
あ
り
、
使
用

方
法
等
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

　妊
婦
へ
の
「
万
葉
の
び
の
び

子
育
て
支
援
券
」
の
交
付
状
況
と

実
際
の
利
用
状
況
は
。

 

答

　支
援
券
は
一
人
５
万
円
（
５

０
０
円
券×

１
０
０
枚
）
で
２
年

間
に
わ
た
り
利
用
で
き
る
。
４
年

度
は
46
名
に
交
付
し
た
。

　４
年
度
の
使
用
枚
数
は
２
５
６

５
枚
で
あ
り
、
ほ
ぼ
全
額
使
用
さ

れ
て
い
る
。

問

　大
瓜
下
地
区
の
権
現
橋
は
、

撤
去
さ
れ
て
か
ら
数
年
が
た
ち
通

行
で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

架
け
替
え
計
画
は
あ
る
の
か
。

 

答

　撤
去
後
は
不
便
を
か
け
て
い

る
が
、
架
橋
の
計
画
に
至
っ
て
い

な
い
。

　地
元
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、
村

管
理
橋
梁
の
長
寿
命
化
計
画
で
今

後
考
え
て
い
き
た
い
。

問

　農
地
を
保
全
し
て
い
く
た
め

農
地
保
全
会
の
役
割
は
重
要
で
あ

る
。
各
地
区
の
保
全
会
の
活
動
状

況
と
、
村
と
し
て
農
地
管
理
対
策

へ
の
取
組
み
は
。

答

　各
地
区
で
農
地
の
多
面
的
機

能
支
払
い
交
付
金
を
活
用
し
て
、

農
地
や
周
辺
の
環
境
整
備
に
努
め

て
い
る
。
村
の
農
地
利
用
や
遊
休

地
に
つ
い
て
は
農
業
委
員
会
で
取

組
ん
で
い
き
た
い
。

問

　住
宅
建
築
補
助
金
制
度
は
村

外
か
ら
の
移
住
者
の
み
が
対
象
と

な
っ
て
い
る
。
村
内
で
の
定
住
を

促
進
す
る
こ
と
か
ら
、
村
内
居
住

者
の
新
築
住
宅
も
補
助
対
象
に
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

答

　令
和
２
年
度
に
現
在
の
制
度

に
改
正
し
た
。
村
か
ら
の
人
口
流

出
を
防
ぐ
こ
と
も
課
題
で
あ
り
、

移
住
定
住
促
進
制
度
の
あ
り
方
を

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

決算

質疑

大
衡
城
青
少
年
交
流
館

答 問

子
育
て
支
援

答 問

村
道
橋
梁
管
理

問答

農
地
保
全
対
策

答 問

定
住
促
進
補
助

答 問
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撤去されたままの権現橋（大瓜下）

ミルク・おむつの購入に

問

　大
衡
城
は
指
定
管
理
か
ら
除

外
し
て
お
り
、
利
用
も
少
な
い
状

況
で
あ
る
。
今
後
の
維
持
管
理
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
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物
が
老
朽
化
し
て
お
り
村

直
接
管
理
と
し
、
利
用
も
限
定
し

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　安
全
な
施
設
管
理
を
す
る
た
め

に
は
修
繕
も
必
要
で
あ
り
、
使
用

方
法
等
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

　妊
婦
へ
の
「
万
葉
の
び
の
び

子
育
て
支
援
券
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交
付
状
況
と

実
際
の
利
用
状
況
は
。

 

答
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援
券
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一
人
５
万
円
（
５

０
０
円
券×

１
０
０
枚
）
で
２
年

間
に
わ
た
り
利
用
で
き
る
。
４
年

度
は
46
名
に
交
付
し
た
。

　４
年
度
の
使
用
枚
数
は
２
５
６

５
枚
で
あ
り
、
ほ
ぼ
全
額
使
用
さ

れ
て
い
る
。

問

　大
瓜
下
地
区
の
権
現
橋
は
、

撤
去
さ
れ
て
か
ら
数
年
が
た
ち
通

行
で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

架
け
替
え
計
画
は
あ
る
の
か
。

 

答

　撤
去
後
は
不
便
を
か
け
て
い

る
が
、
架
橋
の
計
画
に
至
っ
て
い

な
い
。

　地
元
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、
村

管
理
橋
梁
の
長
寿
命
化
計
画
で
今

後
考
え
て
い
き
た
い
。

問

　農
地
を
保
全
し
て
い
く
た
め

農
地
保
全
会
の
役
割
は
重
要
で
あ

る
。
各
地
区
の
保
全
会
の
活
動
状

況
と
、
村
と
し
て
農
地
管
理
対
策

へ
の
取
組
み
は
。

答

　各
地
区
で
農
地
の
多
面
的
機

能
支
払
い
交
付
金
を
活
用
し
て
、

農
地
や
周
辺
の
環
境
整
備
に
努
め

て
い
る
。
村
の
農
地
利
用
や
遊
休

地
に
つ
い
て
は
農
業
委
員
会
で
取

組
ん
で
い
き
た
い
。

問

　住
宅
建
築
補
助
金
制
度
は
村

外
か
ら
の
移
住
者
の
み
が
対
象
と

な
っ
て
い
る
。
村
内
で
の
定
住
を

促
進
す
る
こ
と
か
ら
、
村
内
居
住

者
の
新
築
住
宅
も
補
助
対
象
に
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

答

　令
和
２
年
度
に
現
在
の
制
度

に
改
正
し
た
。
村
か
ら
の
人
口
流

出
を
防
ぐ
こ
と
も
課
題
で
あ
り
、

移
住
定
住
促
進
制
度
の
あ
り
方
を

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

決算

質疑

大
衡
城
青
少
年
交
流
館

答 問

子
育
て
支
援

答 問

村
道
橋
梁
管
理

問答

農
地
保
全
対
策

答 問

定
住
促
進
補
助

答 問

（５） おおひら議会だより 第198号（令和５年10月26日）



返礼品の一部

オープニングを盛り上げる悠神太鼓

貴船神社で奉納する大瓜神楽

問

　村
指
定
文
化
財
で
あ
る
大
瓜

神
楽
へ
の
補
助
金
が
ゼ
ロ
で
あ
る
。

減
額
し
た
理
由
と
今
後
の
支
援
は
。

 

答

　コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
神
楽
保
存

会
の
活
動
が
で
き
な
い
状
況
が
続

い
て
お
り
、
保
存
会
の
予
算
残
額

が
あ
り
４
年
度
補
助
金
を
ゼ
ロ
と

し
た
。

問

　村
税
滞
納
整
理
の
取
組
み
と

不
納
欠
損
、
差
押
え
処
分
の
状
況

は
。

 

答

　収
納
困
難
な
事
案
は
県
滞
納

整
理
機
構
へ
委
託
し
て
い
る
。

　滞
納
額
の
う
ち
村
民
税
５
７
９

問

　ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
金
額

と
個
人
法
人
の
内
訳
は
。

　返
礼
品
や
郵
送
料
、
サ
イ
ト
手

数
料
の
必
要
経
費
は
い
く
ら
か
。

 

答

　個
人
が
４
１
８
件
、
法
人
が

１
件
で
合
計
４
７
６
万
円
で
あ
る
。

　必
要
経
費
は
返
礼
品
１
３
２
万

円
、
送
料
44
万
円
、
手
数
料
77
万

円
で
合
計
２
５
３
万
円
と
な
り
、

村
収
入
は
寄
付
金
額
の
半
分
以
下

と
な
る
。

 

問

　ふ
る
さ
と
納
税
は
子
育
て
支

援
策
等
の
財
源
に
も
な
る
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
の
Ｐ
Ｒ
や
、
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
の
呼
び
か
け
を
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

 

万
円
、
固
定
資
産
税
１
７
４
６
万

円
、
軽
自
動
車
税
10
万
円
の
合
計

29
件
、
２
３
３
５
万
円
を
不
納
欠

損
処
分
と
し
た
。

　差
押
え
は
７
件
、
交
付
要
求
は

４
件
行
な
っ
て
お
り
、
納
付
金
額

は
25
万
円
に
な
っ
て
い
る
。

答

　返
礼
品
の
種
類
拡
充
や
企
業

向
け
に
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
メ

リ
ッ
ト
な
ど
、
周
知
に
今
後
一
層

取
組
ん
で
い
き
た
い
。

　保
存
会
か
ら
は
神
楽
師
の
高
齢

化
か
ら
今
後
の
活
動
が
困
難
で
あ

り
相
談
を
受
け
て
い
る
。

 

問

　村
内
有
志
で
設
立
し
た
太
鼓

の
会
（
悠
神
太
鼓
）
活
動
へ
の
支

援
も
継
続
し
て
い
く
べ
き
で
は
な

い
か
。

 

答

　悠
神
太
鼓
も
自
主
活
動
と
な

っ
て
お
り
、
４
年
度
補
助
金
は
支

出
し
て
い
な
い
。

　現
在
は
太
鼓
の
指
導
を
他
に
お

願
い
し
て
お
り
、
村
の
助
成
支
援

は
継
続
し
て
い
く
。

芸
術
文
化
振
興

答 問

問

答

村
税
収
納
対
策

答 問

ふ
る
さ
と
納
税

問答

答

問

おおひら議会だより （６）第198号（令和５年10月26日）

集会所AEDと毎戸配布の持出袋

マイナンバーカードで証明書が取得できます

本番さながらの村防災訓練

問

　全
戸
に
災
害
対
策
用
非
常
持

出
袋
を
配
布
し
相
当
経
過
し
て
い

る
が
、
そ
の
後
村
で
物
品
の
配
布

は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

答

　各
自
で
更
新
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
各
地
区
に
配
布
し
て
い
る

災
害
備
蓄
品
は
、
災
害
訓
練
等
に

確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　経
費
の
助
成
に
つ
い
て
は
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問

　各
地
区
集
会
所
に
配
備
し
て

い
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
維
持
管
理
は
地
区

の
責
任
で
す
る
の
か
。

答

　パ
ッ
ド
や
バ
ッ
テ
リ
ー
は
耐

用
年
数
が
あ
り
交
換
す
る
必
要
が

あ
る
。
経
費
は
村
で
予
算
措
置
し

た
い
。

問

　毎
週
１
回
役
場
窓
口
を
延
長

し
て
い
る
が
、
コ
ン
ビ
ニ
で
も
納

付
や
証
明
書
交
付
が
可
能
で
あ
り
、

役
場
窓
口
業
務
も
検
討
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

答

　手
続
き
の
相
談
等
も
あ
る
の

で
当
分
は
役
場
の
窓
口
業
務
延
長

は
継
続
す
る
が
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
に
な
ら
な
い
よ
う
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問

　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

会
員
数
や
、
国
、
村
補
助
金
の
現

状
は
。

答

　会
員
数
は
80
名
で
あ
り
、
新

規
会
員
の
募
集
確
保
に
は
苦
慮
し

て
い
る
。

　国
補
助
金
は
会
員
１
０
０
名
以

上
で
あ
り
該
当
し
な
い
。
村
補
助

金
と
し
て
１
２
０
０
万
円
交
付
し

て
い
る
。

問

　消
防
団
員
の
現
状
と
災
害
等

に
お
け
る
出
動
状
況
は
。

 

答

　正
規
団
員
及
び
Ｏ
Ｂ
団
員
と

も
定
数
よ
り
少
な
い
状
況
で
あ
る
。

豪
雨
災
害
で
は
４
回
出
動
し
て
お

り
、
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
や
避
難
所

開
設
に
も
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
。

 

問

　今
年
に
入
り
初
の
女
性
団
員

が
誕
生
し
た
が
、
企
業
向
け
に
団

員
加
入
呼
び
か
け
も
必
要
で
は
な

い
か
。

 

答

　団
員
の
ほ
と
ん
ど
が
企
業
勤

務
者
で
あ
り
、
今
後
も
引
き
続
き

各
企
業
に
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、

女
性
団
員
の
加
入
に
も
努
め
て
い

き
た
い
。

災
害
対
策
備
蓄
品

問答問答

役
場
窓
口
延
長

問答

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

問答

問

消
防
団

問

答

答

（７） おおひら議会だより 第198号（令和５年10月26日）



集会所AEDと毎戸配布の持出袋

マイナンバーカードで証明書が取得できます

本番さながらの村防災訓練

問

　全
戸
に
災
害
対
策
用
非
常
持

出
袋
を
配
布
し
相
当
経
過
し
て
い

る
が
、
そ
の
後
村
で
物
品
の
配
布

は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

答

　各
自
で
更
新
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
各
地
区
に
配
布
し
て
い
る

災
害
備
蓄
品
は
、
災
害
訓
練
等
に

確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　経
費
の
助
成
に
つ
い
て
は
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問

　各
地
区
集
会
所
に
配
備
し
て

い
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
維
持
管
理
は
地
区

の
責
任
で
す
る
の
か
。

答

　パ
ッ
ド
や
バ
ッ
テ
リ
ー
は
耐

用
年
数
が
あ
り
交
換
す
る
必
要
が

あ
る
。
経
費
は
村
で
予
算
措
置
し

た
い
。

問

　毎
週
１
回
役
場
窓
口
を
延
長

し
て
い
る
が
、
コ
ン
ビ
ニ
で
も
納

付
や
証
明
書
交
付
が
可
能
で
あ
り
、

役
場
窓
口
業
務
も
検
討
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

答

　手
続
き
の
相
談
等
も
あ
る
の

で
当
分
は
役
場
の
窓
口
業
務
延
長

は
継
続
す
る
が
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
に
な
ら
な
い
よ
う
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問

　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

会
員
数
や
、
国
、
村
補
助
金
の
現

状
は
。

答

　会
員
数
は
80
名
で
あ
り
、
新

規
会
員
の
募
集
確
保
に
は
苦
慮
し

て
い
る
。

　国
補
助
金
は
会
員
１
０
０
名
以

上
で
あ
り
該
当
し
な
い
。
村
補
助

金
と
し
て
１
２
０
０
万
円
交
付
し

て
い
る
。

問

　消
防
団
員
の
現
状
と
災
害
等

に
お
け
る
出
動
状
況
は
。

 

答

　正
規
団
員
及
び
Ｏ
Ｂ
団
員
と

も
定
数
よ
り
少
な
い
状
況
で
あ
る
。

豪
雨
災
害
で
は
４
回
出
動
し
て
お

り
、
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
や
避
難
所

開
設
に
も
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
。

 

問

　今
年
に
入
り
初
の
女
性
団
員

が
誕
生
し
た
が
、
企
業
向
け
に
団

員
加
入
呼
び
か
け
も
必
要
で
は
な

い
か
。

 

答

　団
員
の
ほ
と
ん
ど
が
企
業
勤

務
者
で
あ
り
、
今
後
も
引
き
続
き

各
企
業
に
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、

女
性
団
員
の
加
入
に
も
努
め
て
い

き
た
い
。

災
害
対
策
備
蓄
品

問答問答

役
場
窓
口
延
長

問答

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

問答

問

消
防
団

問

答

答

（７） おおひら議会だより 第198号（令和５年10月26日）



屋根塗装が行われた衡上集会所

修繕が必要な中学校廊下

問

　衡
上
地
区
集
会
所
の
補
修
費

と
し
て
１
２
７
万
円
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
各
地
区
か
ら
の
修
繕
に

対
す
る
要
望
に
は
今
後
ど
う
対
応

す
る
の
か
。

答

　村
補
助
金
は
３
分
の
２
で
、

地
区
負
担
が
３
分
の
１
で
あ
る
。

　各
行
政
区
長
か
ら
の
要
望
に
対

し
、
村
要
綱
に
基
づ
き
対
応
し
て

い
く
。

問

　雨
漏
り
で
劣
化
し
た
校
舎
の

天
井
及
び
壁
面
修
繕
費
に
50
万
円

計
上
し
て
い
る
が
、
全
面
修
繕
で

き
る
の
か
。

答

　中
学
校
校
舎
の
修
繕
と
し
て

20
か
所
を
行
な
う
。
残
り
の
修
繕

箇
所
は
、
来
年
夏
休
み
期
間
中
に

修
繕
し
た
い
。

問

　固
定
資
産
税
が
１
億
７
千
万

円
増
額
に
な
る
要
因
と
他
税
目
の

今
後
の
見
込
み
は
。

　防
衛
調
整
交
付
金
は
補
正
後
金

額
で
本
年
度
分
は
確
定
か
。

答

　進
出
企
業
の
償
却
資
産
が
増

え
た
こ
と
に
よ
り
増
額
と
な
る
。

法
人
村
民
税
は
年
度
に
よ
り
増
減

が
あ
り
、本
年
度
は
減
少
の
見
込
み
。

　防
衛
交
付
金
は
２
次
配
分
が
あ

り
増
額
補
正
す
る
も
の
で
、
ほ
ぼ

確
定
金
額
で
あ
る
。

主

　な

　質

　疑

補正
予算

９月定例会

行
政
区
補
助

問

中
学
校
修
繕

問

企業進出で村税が増額
　　　　17億円台に

補　正　額会　計　別 予　算　額

特
別
会
計

2億7,007万円
1,104万円
20万円

4,690万円
84万円
20万円

8,829万円

◎各種会計補正額

一 般 会 計
国民健康保険事業
下 水 道 事 業
介 護 保 険 事 業
後 期 高 齢 者 医 療

水道事業
収 益 的 支 出
資 本 的 支 出

54億3,201万円
5億6,418万円
2億6,820万円
6億9,890万円
6,184万円

2億3,403万円
2億8,064万円

答

答

答

歳
入
見
込
み

問

おおひら議会だより （８）第198号（令和５年10月26日）

登園児の名前を確認しています

新設された五反田亀岡線

問

　こ
ど
も
園
幼
稚
園
部
の
通
園
バ
ス
の
、
置

き
去
り
防
止
策
の
実
施
は
い
つ
に
な
る
の
か
。

答

　通
園
バ
ス
は
デ
マ
ン
ド
車
両
を
利
用
し
て

い
る
。
来
年
４
月
か
ら
設
置
が
義
務
化
さ
れ
る

の
で
、
10
月
末
頃
ま
で
に
は
防
止
装
置
を
取
り

付
け
る
。

問

　新
設
の
五
反
田
亀
岡
線
の
周

辺
宅
地
開
発
の
状
況
は
。
ま
た
、

既
存
村
道
と
は
接
続
に
な
る
の
か
。

答

　民
間
開
発
に
よ
る
住
宅
団
地

内
の
道
路
を
村
道
に
認
定
す
る
も

の
で
あ
る
。
１
か
所
だ
け
周
辺
村

道
と
接
続
し
、
住
宅
地
内
を
周
回

は
で
き
な
い
。

問

　平
林
会
館
改
修
費
65
万
円
の
詳
細
は
。

答

　２
階
入
り
口
の
給
湯
室
を
改
修
し
、
授
乳

室
と
し
て
活
用
し
た
い
。
そ
の
た
め
、
ソ
フ
ァ

ー
・
テ
ー
ブ
ル
・
ポ
ッ
ト
等
の
費
用
で
あ
る
。

海老沢３号線

糸繰海老沢線

五反田亀岡線

沓掛団地線

認
定

変
更

延長（m）

180

115

200

180

路線名 幅員（m）

6.0

6.0

6.0

6.0

主
な
質
疑

村道
認定

通
園
バ
ス

問

平
林
会
館
改
修

問

４路線を認定・変更４路線を認定・変更

答

問答

答

（９） おおひら議会だより 第198号（令和５年10月26日）



登園児の名前を確認しています

新設された五反田亀岡線

問

　こ
ど
も
園
幼
稚
園
部
の
通
園
バ
ス
の
、
置

き
去
り
防
止
策
の
実
施
は
い
つ
に
な
る
の
か
。

答

　通
園
バ
ス
は
デ
マ
ン
ド
車
両
を
利
用
し
て

い
る
。
来
年
４
月
か
ら
設
置
が
義
務
化
さ
れ
る

の
で
、
10
月
末
頃
ま
で
に
は
防
止
装
置
を
取
り

付
け
る
。

問

　新
設
の
五
反
田
亀
岡
線
の
周

辺
宅
地
開
発
の
状
況
は
。
ま
た
、

既
存
村
道
と
は
接
続
に
な
る
の
か
。

答

　民
間
開
発
に
よ
る
住
宅
団
地

内
の
道
路
を
村
道
に
認
定
す
る
も

の
で
あ
る
。
１
か
所
だ
け
周
辺
村

道
と
接
続
し
、
住
宅
地
内
を
周
回

は
で
き
な
い
。

問

　平
林
会
館
改
修
費
65
万
円
の
詳
細
は
。

答

　２
階
入
り
口
の
給
湯
室
を
改
修
し
、
授
乳

室
と
し
て
活
用
し
た
い
。
そ
の
た
め
、
ソ
フ
ァ

ー
・
テ
ー
ブ
ル
・
ポ
ッ
ト
等
の
費
用
で
あ
る
。

海老沢３号線

糸繰海老沢線

五反田亀岡線

沓掛団地線

認
定

変
更

延長（m）

180

115

200

180

路線名 幅員（m）

6.0

6.0

6.0

6.0

主
な
質
疑

村道
認定

通
園
バ
ス

問

平
林
会
館
改
修

問

４路線を認定・変更４路線を認定・変更

答

問答

答

（９） おおひら議会だより 第198号（令和５年10月26日）



議案第51号　村道路線の認定

議案第52号　村道路線の変更

議案第59号　令和５年度大衡村水道事業会計予算の補正

報告第　8号　放棄した債権の報告

報告第　9号　放棄した債権の報告

報告第10号　健全化判断比率並びに資金不足比率の状況

認定第　1号　令和４年度大衡村一般会計歳入歳出決算認定

認定第　7号　令和４年度大衡村水道事業会計決算認定

議案第53号　令和５年度大衡村一般会計予算の補正

議案第47号　大衡村学校給食センターの設置、管理及び職
員に関する条例の一部改正

議案第50号　大衡村放課後児童健全育成事業の設備及び運
営に関する基準を定める条例の一部改正

議案第49号　大衡村家庭的保育事業等の設備及び運営に関
する基準を定める条例の一部改正

議案第54号　令和５年度大衡村国民健康保険事業勘定特別
会計予算の補正

議案第55号　令和５年度大衡村下水道事業特別会計予算の
補正

議案第56号　令和４年度大衡村介護保険事業勘定特別会計
予算の補正

議案第57号　令和４年度大衡村戸別合併処理浄化槽特別会
計予算の補正

議案第58号　令和４年度大衡村後期高齢者医療特別会計予
算の補正

認定第　2号　令和４年度大衡村国民健康保険事業勘定特別
会計歳入歳出決算認定

認定第　3号　令和４年度大衡村下水道事業特別会計歳入歳
出決算認定

認定第　4号　令和４年度大衡村介護保険事業勘定特別会計
歳入歳出決算認定

認定第　5号　令和４年度大衡村戸別合併処理浄化槽特別会
計歳入歳出決算認定

認定第　6号　令和４年度大衡村後期高齢者医療特別会計歳
入歳出決算認定

議案第48号　大衡村特定教育・保育施設及び特定地域型保
育事業の運営に関する基準を定める条例の一
部改正

令和５年９月定例会提出議案　23件令和５年９月定例会提出議案　23件

○賛成　×反対　議長（髙橋浩之）は採決に加わらない。◇採決状況◇

議決結果

（賛成:反対）

議案第47号～第50号

議案第51号～第52号

議案第53号～第59号

報告第８号～第10号

認定第１号～第７号

可決（11:0）

可決（11:0）

可決（11:0）

報告は採決しない

認定（11:0）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

髙
橋

　
浩
之

石
川

　
　
敏

佐
々
木
金
彌

遠
藤

　
昌
一

細
川

　
運
一

文
屋

　
裕
男

赤
間
し
づ
江

佐
野

　
英
俊

小
川

　
克
也

鈴
木

　
和
信

早
坂

　
美
華

山
本

　
信
悟

議　　　　案

ここから大衡村議会ホーム
ページにアクセスできます。

おおひら議会だより （10）第198号（令和５年10月26日）

一般
質問

7名の議員が村政を問う
佐々木　金　彌
・村道沓掛団地線の整備計画を問う

鈴　木　和　信
・給食センター整備事業について
・企業立地促進奨励金等の交付実績について

小　川　克　也
・奥田地区内の県道について
・公共交通の今後のあり方について

早　坂　美　華
・インフルエンザワクチン予防接種助成の拡大を
・０～２歳児の保育料の無償化を

赤　間　しづ江
・デジタル社会における自治体広報のあり方

細　川　運　一
・職員の計画的な育成と接遇向上を

山　本　信　悟
・新たな給食センターの取組内容と地場産食材の供給を
　どのように考えているか 

質問者一覧表

　皆さんが選んだ議員がどのよう
な質問・発言をしているのか、村
の執行部がどのような施策を考え
ているのか、是非議場で傍聴して
みませんか。

お問合せ先：大衡村議会事務局
☎３４５－６０３０

gikai@village.ohira.miyagi.jp

12月５日（火）
次の定例会は

からの予定です

議会を

傍聴してみませんか

（11） おおひら議会だより 第198号（令和５年10月26日）



一般
質問

7名の議員が村政を問う
佐々木　金　彌
・村道沓掛団地線の整備計画を問う

鈴　木　和　信
・給食センター整備事業について
・企業立地促進奨励金等の交付実績について

小　川　克　也
・奥田地区内の県道について
・公共交通の今後のあり方について

早　坂　美　華
・インフルエンザワクチン予防接種助成の拡大を
・０～２歳児の保育料の無償化を

赤　間　しづ江
・デジタル社会における自治体広報のあり方

細　川　運　一
・職員の計画的な育成と接遇向上を

山　本　信　悟
・新たな給食センターの取組内容と地場産食材の供給を
　どのように考えているか 

質問者一覧表

　皆さんが選んだ議員がどのよう
な質問・発言をしているのか、村
の執行部がどのような施策を考え
ているのか、是非議場で傍聴して
みませんか。

お問合せ先：大衡村議会事務局
☎３４５－６０３０

gikai@village.ohira.miyagi.jp

12月５日（火）
次の定例会は

からの予定です

議会を

傍聴してみませんか

（11） おおひら議会だより 第198号（令和５年10月26日）



延伸が望まれる沓掛団地線

問

　地
権
者
や
地
域
住
民
へ
の

説
明
は
ど
う
す
る
の
か
、
ま
た

団
地
内
の
公
園
は
ど
う
な
る
の

か
。

都
市
建
設
課
長

　測
量
調
査
の

結
果
を
踏
ま
え
て
地
権
者
や
団

地
住
民
の
方
々
に
説
明
し
た
い
。

　公
園
に
は
影
響
は
無
い
と
考

え
る
が
、
村
道
沓
掛
座
府
線
へ

の
接
続
場
所
は
高
低
差
等
を
含

め
て
判
断
し
た
い
。

問

　松
原
地
区
の
沓
掛
団
地
が

造
成
さ
れ
て
久
し
く
な
る
が
、

こ
の
団
地
は
国
道
４
５
７
号
線

へ
の
出
入
り
口
が
１
か
所
だ
け

と
不
便
で
あ
り
、
特
に
冬
期
間

は
危
険
で
あ
る
。
団
地
線
の
整

備
計
画
は
。

村
長

　村
道
沓
掛
団
地
線
は
国

道
４
５
７
号
線
を
起
点
と
し
た

延
長
１
８
０
ｍ
の
通
り
抜
け
で

き
な
い
行
き
止
ま
り
道
路
と
な

っ
て
い
る
。

　平
成
31
年
に
地
元
か
ら
路
線

延
長
と
行
き
止
ま
り
の
解
消
を

要
望
さ
れ
た
が
、
防
衛
調
整
交

付
金
の
め
ど
が
つ
き
事
業
調
査

の
委
託
料
を
補
正
予
算
に
提
案

す
る
。

問

　計
画
で
は
１
７
５
０
万
円

の
委
託
料
で
、
現
道
か
ら
東
方

向
に
１
８
０
ｍ
延
長
す
る
計
画

だ
が
事
業
年
度
と
予
算
は
。

都
市
建
設
課
長

　総
事
業
費
と

し
て
７
０
０
０
万
円
位
を
見
込

ん
で
い
る
。
２
年
目
に
用
地
の

買
収
補
償
を
進
め
３
年
目
以
降

に
工
事
着
手
と
な
る
が
、
財
源

の
関
係
で
２
年
程
度
と
な
る
。

財
源
は
約
９
割
が
交
付
金
と
考

え
て
い
る
。

村
長

　団
地
内
に
は
小
・
中
学

生
な
ど
28
名
の
子
ど
も
た
ち
が

お
り
、
多
く
の
児
童
の
安
全
を

考
え
て
も
こ
の
道
路
の
必
要
性

が
あ
り
、
早
急
に
事
業
着
手
し

て
い
き
た
い
。

佐々木金彌 議員

一般質問村政を問う

今年度から事業着手
村道沓掛団地線の整備計画は

整
備
計
画

問村
長

問地
元
説
明

村
長

事
業
年
度

問都
市
建
設
課
長

都
市
建
設
課
長

おおひら議会だより （12）第198号（令和５年10月26日）

建築中の進出企業

完成した新給食センター

問

　新
聞
報
道
及
び
議
会
の
全

員
協
議
会
・
臨
時
会
に
お
い
て
、

設
計
ミ
ス
・※

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

の
あ
り
方
・
村
の
チ
ェ
ッ
ク
体

制
等
様
々
な
指
摘
を
受
け
た
が
、

今
後
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

す
る
の
か
。

　
　村
内
進
出
す
る
企
業
に
対

し
て
「
企
業
立
地
促
進
奨
励

金
・
雇
用
促
進
奨
励
金
」
を
交

付
し
て
い
る
が
そ
の
実
態
は
。

ま
た
、
村
内
企
業
の
村
民
雇
用

の
状
況
は
。

村
長

　こ
れ
ま
で
企
業
立
地
奨

励
金
19
社
14
億
円
・
雇
用
奨
励

金
10
人
80
万
円
を
交
付
し
て
い

る
。　村

内
企
業
が
求
め
る
必
要
な

人
材
・
人
員
の
確
保
を
中
学
生

か
ら
職
場
体
験
を
実
施
し
て
い

く
。
企
業
が
求
め
る
人
材
を
育

成
し
て
い
く
。
高
校
生
に
も
奨

学
金
の
助
成
を
行
い
、
私
自
ら

先
頭
に
立
っ
て
雇
用
促
進
に
努

力
し
て
い
く
。

村
長

　村
民
へ
の
説
明
は
11
月

の
住
民
懇
談
会
で
説
明
を
す
る
。

設
計
ミ
ス
は
工
事
請
負
業
者
審

査
委
員
会
で
指
名
停
止
な
ど
の

し
か
る
べ
き
対
応
を
図
っ
て
い

く
。
ま
た
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
や

村
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
は
、
総
力

を
結
集
し
て
体
制
強
化
を
図
り
、

発
注
者
の
あ
り
方
を
再
点
検
し

て
責
任
を
果
た
し
て
い
く
。

一般質問 村政を問う

鈴木和信 議員

問

村
長

村
長

二度と起きないよう最善を尽くす
給食センター整備事業を問う

問
企
業
立
地
促
進
の
取
り
組
み
は

自
ら
誘
致
に
努
力
す
る

※

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

　複
数
の
者
に
対
し
企
画
を
提
案

し
て
も
ら
い
、
優
れ
た
提
案
を
行

な
っ
た
者
を
選
定
す
る
方
式

（13） おおひら議会だより 第198号（令和５年10月26日）



建築中の進出企業

完成した新給食センター

問

　新
聞
報
道
及
び
議
会
の
全

員
協
議
会
・
臨
時
会
に
お
い
て
、

設
計
ミ
ス
・※

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

の
あ
り
方
・
村
の
チ
ェ
ッ
ク
体

制
等
様
々
な
指
摘
を
受
け
た
が
、

今
後
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

す
る
の
か
。

　
　村
内
進
出
す
る
企
業
に
対

し
て
「
企
業
立
地
促
進
奨
励

金
・
雇
用
促
進
奨
励
金
」
を
交

付
し
て
い
る
が
そ
の
実
態
は
。

ま
た
、
村
内
企
業
の
村
民
雇
用

の
状
況
は
。

村
長

　こ
れ
ま
で
企
業
立
地
奨

励
金
19
社
14
億
円
・
雇
用
奨
励

金
10
人
80
万
円
を
交
付
し
て
い

る
。　村

内
企
業
が
求
め
る
必
要
な

人
材
・
人
員
の
確
保
を
中
学
生

か
ら
職
場
体
験
を
実
施
し
て
い

く
。
企
業
が
求
め
る
人
材
を
育

成
し
て
い
く
。
高
校
生
に
も
奨

学
金
の
助
成
を
行
い
、
私
自
ら

先
頭
に
立
っ
て
雇
用
促
進
に
努

力
し
て
い
く
。

村
長

　村
民
へ
の
説
明
は
11
月

の
住
民
懇
談
会
で
説
明
を
す
る
。

設
計
ミ
ス
は
工
事
請
負
業
者
審

査
委
員
会
で
指
名
停
止
な
ど
の

し
か
る
べ
き
対
応
を
図
っ
て
い

く
。
ま
た
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
や

村
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
は
、
総
力

を
結
集
し
て
体
制
強
化
を
図
り
、

発
注
者
の
あ
り
方
を
再
点
検
し

て
責
任
を
果
た
し
て
い
く
。

一般質問 村政を問う

鈴木和信 議員

問

村
長

村
長

二度と起きないよう最善を尽くす
給食センター整備事業を問う

問
企
業
立
地
促
進
の
取
り
組
み
は

自
ら
誘
致
に
努
力
す
る

※

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

　複
数
の
者
に
対
し
企
画
を
提
案

し
て
も
ら
い
、
優
れ
た
提
案
を
行

な
っ
た
者
を
選
定
す
る
方
式

（13） おおひら議会だより 第198号（令和５年10月26日）



デマンドで通学する高校生

事業が中止している古舘奥田線

問

　デ
マ
ン
ド
型
交
通
の
利
用
に
つ
い
て
、
中
学
３
年
生
の
保
護
者
に
チ
ラ
シ
を
配
布
し
た
内
容
は
。

村
長

　万
葉
バ
ス
等
が
廃
止
に
な
り
、
黒
川
高
校
生
の
み
デ
マ
ン
ド
型
交
通
の
乗
車
を
可
能
と
し
て
き
た
が
、
現
在
の
中
学
３
年
生
か
ら
は
、
デ
マ
ン
ド
型
交
通
の
利
用
が
で
き
な
い
旨
を
お
知
ら
せ
し

た
も
の
。

問

　廃
止
に
す
る
こ
と
で
高
校
生
は
益
々
交
通
弱
者
に
な
っ
て
い
く
。

　高
校
生
に
対
し
て
公
共
交
通
に
関
す
る
利
便
性
を
求
め
る
声
が
あ
る
の
な
ら
ば
、
応
え
る
べ
き
で
は
。

村
長

　現
在
の
公
共
交
通
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
全
世
帯
に
対
し
て
実
施
し
た
。
集
計
分
析
し
公
共
交
通
の
あ
り
方
の
検
討
材
料
と
し
て
い
く
。

問

　デ
マ
ン
ド
型
交
通
の
利
用

に
つ
い
て
、
中
学
３
年
生
の
保

護
者
に
チ
ラ
シ
を
配
布
し
た
内

容
は
。

村
長

　万
葉
バ
ス
等
が
廃
止
に

な
り
、
黒
川
高
校
生
の
み
デ
マ

ン
ド
型
交
通
の
乗
車
を
可
能
と

し
て
き
た
が
、
現
在
の
中
学
３

年
生
か
ら
は
、
デ
マ
ン
ド
型
交

通
の
利
用
が
で
き
な
い
旨
を
お

知
ら
せ
し
た
も
の
。

問

　路
面
や
道
路
標
識
等
の
損

傷
が
多
数
あ
る
。
迅
速
に
補
修

で
き
な
い
の
か
。

村
長

　補
修
が
必
要
な
箇
所
も
、

県
へ
要
望
活
動
を
し
て
い
る
が

な
か
な
か
進
ま
な
い
。
事
故
防

止
や
交
通
安
全
の
観
点
か
ら
継

続
的
に
要
望
し
て
い
く
。

問

　県
道
の
た
め
進
捗
が
遅
い
。

村
道
に
戻
し
村
管
理
に
で
き
な

い
の
か
。

村
長

　古
舘
奥
田
線
が
完
成
す

れ
ば
移
管
さ
れ
る
可
能
性
は
高

い
が
、
現
段
階
で
は
難
し
い
。

問

　衡
下
・
竹
ノ
内
沢
地
区
か

ら
奥
田
・
中
沢
地
区
を
結
ぶ
路

線
の
進
捗
状
況
は
。

村
長

　路
線
一
部
に
筆
界
未
定

と
な
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
た

め
、
平
成
14
年
度
か
ら
事
業
が

休
止
し
て
い
る
が
、
事
業
再
開

に
向
け
て
関
連
情
報
の
提
供
や

地
権
者
交
渉
等
に
協
力
し
て
い

る
。

問

　奥
田
地
区
の
交
通
量
の
実

態
は
。

村
長

　県
で
は
、
５
年
に
１
度

の
交
通
情
勢
調
査
を
実
施
し
て

い
る
。
前
回
調
査
し
た
27
年
度

か
ら
比
較
す
る
と
、
通
勤
経
路

が
分
散
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
交

通
量
は
減
少
傾
向
で
あ
る
。

問

　廃
止
に
す
る
こ
と
で
高
校

生
は
益
々
交
通
弱
者
に
な
っ
て

い
く
。

　高
校
生
に
対
し
て
デ
マ
ン
ド

の
利
用
を
求
め
る
声
が
あ
る
の

な
ら
ば
応
え
る
べ
き
で
は
。

村
長

　公
共
交
通
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
全
世
帯
に
対

し
て
実
施
し
た
。
集
計
分
析
し

公
共
交
通
の
あ
り
方
を
検
討
し

て
い
く
。

小川克也 議員

一般質問村政を問う

県へ継続して要望する
どうなっている奥田の県道は

古
舘
奥
田
線

問村
長

村
長

問

問

村
長

問村
長

村
長

問村
長

大
衡
駒
場
線

問

高
校
生
に
も
デ
マ
ン
ド
の
利
用
を

調
査
結
果
を
検
討
し
て
い
く

おおひら議会だより （14）第198号（令和５年10月26日）

ボールプールで遊ぶこども園児

問

　令
和
３
年
度
出
生
率
で
は

宮
城
県
は
全
国
46
位
で
あ
る
。

少
子
化
が
進
む
中
で
今
後
の
子

育
て
支
援
の
目
標
は
。

答

　
　ど
の
よ
う
な
子
育
て
支

援
策
を
実
施
し
た
ら
出
生
率
が

上
が
る
の
か
。
今
後
を
見
据
え

な
が
ら
将
来
負
担
も
考
慮
し
、

支
援
策
と
し
て
何
を
優
先
す
べ

き
か
考
え
て
い
く
。

問

　子
育
て
世
帯
に
と
っ
て
保

育
料
の
無
償
化
は
、
母
親
の
仕

事
復
帰
に
と
っ
て
光
で
は
な
い

か
。

答

　
　子
育
て
に
は
家
計
費
の

負
担
も
大
き
く
、
２
人
目
、
３

人
目
の
子
ど
も
が
産
め
な
い
家

庭
も
あ
る
。

　保
育
料
無
償
化
の
財
源
が
捻

出
で
き
る
か
考
え
て
い
き
た
い
。

問

　イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
の
助
成
対
象
者
と
接
種
率
は
。

答

　
　65
歳
以
上
が
64
・
７
％
、

中
学
３
年
生
が
50
％
と
な
っ
て

い
る
。

問

　他
の
自
治
体
で
も
助
成
が

増
え
て
き
て
お
り
、
本
村
で
も

対
象
者
を
拡
大
し
て
は
。

答

　
　コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
が
有

料
接
種
と
な
る
事
も
予
想
さ
れ
、

優
先
順
位
も
考
慮
し
助
成
の
必

要
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ

の
た
め
の
財
源
確
保
も
必
要
で

あ
る
。

一般質問 村政を問う

助成の必要性を含め検討する
インフルエンザ予防接種助成拡大を

早坂美華 議員

予
防
接
種

問村
長

村
長

問保
育
料

村
長

問今
後
の
子
育
て
支
援

村
長

助
成
拡
大

問

０
〜
２
歳
児
の
保
育
料
無
償
化
を

他
の
自
治
体
を
参
考
に
検
討
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ボールプールで遊ぶこども園児

問

　令
和
３
年
度
出
生
率
で
は

宮
城
県
は
全
国
46
位
で
あ
る
。

少
子
化
が
進
む
中
で
今
後
の
子

育
て
支
援
の
目
標
は
。

答

　
　ど
の
よ
う
な
子
育
て
支

援
策
を
実
施
し
た
ら
出
生
率
が

上
が
る
の
か
。
今
後
を
見
据
え

な
が
ら
将
来
負
担
も
考
慮
し
、

支
援
策
と
し
て
何
を
優
先
す
べ

き
か
考
え
て
い
く
。

問

　子
育
て
世
帯
に
と
っ
て
保

育
料
の
無
償
化
は
、
母
親
の
仕

事
復
帰
に
と
っ
て
光
で
は
な
い

か
。

答

　
　子
育
て
に
は
家
計
費
の

負
担
も
大
き
く
、
２
人
目
、
３

人
目
の
子
ど
も
が
産
め
な
い
家

庭
も
あ
る
。

　保
育
料
無
償
化
の
財
源
が
捻

出
で
き
る
か
考
え
て
い
き
た
い
。

問

　イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
の
助
成
対
象
者
と
接
種
率
は
。

答

　
　65
歳
以
上
が
64
・
７
％
、

中
学
３
年
生
が
50
％
と
な
っ
て

い
る
。

問

　他
の
自
治
体
で
も
助
成
が

増
え
て
き
て
お
り
、
本
村
で
も

対
象
者
を
拡
大
し
て
は
。

答

　
　コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
が
有

料
接
種
と
な
る
事
も
予
想
さ
れ
、

優
先
順
位
も
考
慮
し
助
成
の
必

要
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ

の
た
め
の
財
源
確
保
も
必
要
で

あ
る
。

一般質問 村政を問う

助成の必要性を含め検討する
インフルエンザ予防接種助成拡大を

早坂美華 議員

予
防
接
種

問村
長

村
長

問保
育
料

村
長

問今
後
の
子
育
て
支
援

村
長

助
成
拡
大

問

０
〜
２
歳
児
の
保
育
料
無
償
化
を

他
の
自
治
体
を
参
考
に
検
討
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瞬時に情報が得られる時代に（村防災メールQRコード）

問

　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
な
っ
て
、

自
治
体
広
報
も
状
況
の
変
化
に

そ
っ
た
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。　月

一
回
発
行
し
て
い
る
広
報

紙
の
掲
載
記
事
の
選
択
、
編
集

方
針
な
ど
再
検
討
す
べ
き
で
は
。

村
長

　広
報
編
集
に
当
た
っ
て

は
、
毎
年
始
め
に
特
集
を
含
め

た
掲
載
記
事
の
年
間
計
画
を
作

成
し
、
各
課
長
補
佐
の
メ
ン
バ

ー
が
広
報
編
集
委
員
会
で
決
定

し
て
い
る
。

　前
例
に
と
ら
わ
れ
ず
、
住
民

に
分
か
り
や
す
く
読
ん
で
も
ら

え
る
こ
と
を
念
頭
に
編
集
作
業

を
行
な
っ
て
い
る
。

問

　放
送
開
始
か
ら
43
年
経
過

し
て
い
る
無
線
放
送
を
、
危
険

防
止
、
災
害
対
応
な
ど
本
来
の

防
災
無
線
と
し
て
活
用
す
る
考

え
は
。

村
長

　昭
和
55
年
に
整
備
さ
れ

た
防
災
無
線
は
、
災
害
だ
け
で

な
く
村
や
地
区
行
事
の
お
知
ら

せ
も
放
送
し
住
民
に
定
着
し
て

い
る
。
他
自
治
体
の
実
施
状
況

を
参
考
に
、
防
災
無
線
の
あ
り

方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。

問

　自
治
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
を
瞬
時
に
伝
え
る
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
は
便
利
で
欠
か
せ
な
い
も

の
で
あ
る
。

　本
村
の
場
合
、
更
新
が
遅
れ

た
り
、
ア
ク
セ
ス
に
時
間
が
か

か
る
な
ど
、
課
題
が
多
い
。
他

自
治
体
を
参
考
に
改
善
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

村
長

　経
費
を
か
け
ず
に
で
き

る
事
か
ら
改
善
し
て
き
て
い
る

が
、
費
用
対
効
果
を
勘
案
し
な

が
ら
再
構
築
に
向
け
て
検
討
し

た
い
。

問

　デ
ジ
タ
ル
社
会
の
特
性
を

生
か
す
体
制
を
ど
う
整
え
て
い

く
か
。

村
長

　Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た

住
民
へ
の
お
知
ら
せ
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
Ｘ

（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）
を
利
用
し

て
い
る
。

　情
報
発
信
に
つ
い
て
は
、
操

作
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ
り
各
担
当

課
が
、
内
容
と
タ
イ
ミ
ン
グ
を

見
て
適
時
的
確
に
行
な
っ
て
い

る
。

問

　住
民
が
デ
ジ
タ
ル
機
器
を

抵
抗
感
な
く
、
身
近
に
触
れ
る

機
会
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

村
長

　受
け
手
で
あ
る
住
民
に

と
っ
て
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電

話
で
の
情
報
入
手
方
法
を
抵
抗

な
く
行
な
え
る
機
会
を
各
種
行

事
や
集
ま
り
の
際
に
設
け
て
い

き
た
い
。

｠

赤間しづ江 議員

一般質問村政を問う

的確な情報発信に努める
デジタル社会における広報は

広
報
お
お
ひ
ら

問村
長

村
長 無

線
放
送

問問ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

村
長

問デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

村
長

問村
長

おおひら議会だより （16）第198号（令和５年10月26日）

新しい食器で給食開始（中学校）

問

　給
食
の
提
供
と
児
童
生
徒

一
人
当
た
り
の
単
価
は
。

｠

教
育
長

　学
校
管
理
基
準
に
基

づ
き
床
を
ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
採

用
し
、
食
器
に
は
、
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
ひ
ら
麻
呂
の
絵
柄
を
取

り
入
れ
提
供
す
る
。

　単
価
は
、
小
学
生
２
８
０
円
、

中
学
生
３
３
０
円
に
な
っ
て
い

る
。

問

　食
品
が
値
上
が
り
し
て
い

る
状
況
で
現
在
の
単
価
で
で
き

る
の
か
。

教
育
長

　若
干
オ
ー
バ
ー
し
て

い
る
状
態
で
、
予
算
の
中
で
や

り
く
り
を
行
い
今
後
検
討
す
べ

き
こ
と
と
認
識
し
て
い
る
。

問

　委
託
業
者
の
選
定
方
法
と

委
託
費
は
。

教
育
長

　指
名
競
争
入
札
で
、

㈱
メ
フ
ォ
ス
が
落
札
し
、
委
託

期
間
は
令
和
５
年
９
月
か
ら
令

和
８
年
３
月
ま
で
で
総
額
４
５

８
５
万
円
で
あ
る
。

問

　食
材
で
使
用
し
て
い
る
地

場
産
品
の
品
目
と
数
量
は
。

教
育
長

　９
種
類
の
地
場
産
品

で
年
間
７
８
０
０
㎏
の
実
績
で

あ
り
、
今
後
も
積
極
的
に
使
用

し
て
い
く
。

問

　給
食
で
使
用
し
た
い
食
材

の
生
産
体
制
を
考
え
て
は
。

教
育
長

　献
立
を
作
る
の
は
、

１
ヶ
月
前
で
、
そ
の
前
に
食
材

を
発
注
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

地
元
の
食
材
を
で
き
る
だ
け
使

用
す
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た

い
。

問

　給
食
無
償
化
に
よ
り
村
外

に
通
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
へ

の
補
助
金
の
額
は
。

教
育
長

　小
学
生
が
９
名
、
中

学
生
が
８
名
、
78
万
円
を
助
成

し
て
い
る
。

問

　配
送
車
の
後
部
全
体
が
錆

び
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
食
材

配
送
車
と
し
て
改
善
す
べ
き
で

あ
る
。

　
教
育
長

　配
送
車
は
更
新
計
画

が
あ
り
、
早
期
に
購
入
で
き
る

よ
う
準
備
し
て
い
る
。

一般質問 村政を問う

できるだけ大衡産を使用
給食食材の地場産品の供給は

山本信悟 議員

給
食
食
材

給
食
提
供

問

問

問

教
育
長

教
育
長

教
育
長

問

教
育
長

問 問教
育
長

教
育
長

配
送
車

給
食
無
償
化

調
理
委
託

問教
育
長
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新しい食器で給食開始（中学校）

問

　給
食
の
提
供
と
児
童
生
徒

一
人
当
た
り
の
単
価
は
。

｠

教
育
長

　学
校
管
理
基
準
に
基

づ
き
床
を
ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
採

用
し
、
食
器
に
は
、
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
ひ
ら
麻
呂
の
絵
柄
を
取

り
入
れ
提
供
す
る
。

　単
価
は
、
小
学
生
２
８
０
円
、

中
学
生
３
３
０
円
に
な
っ
て
い

る
。

問

　食
品
が
値
上
が
り
し
て
い

る
状
況
で
現
在
の
単
価
で
で
き

る
の
か
。

教
育
長

　若
干
オ
ー
バ
ー
し
て

い
る
状
態
で
、
予
算
の
中
で
や

り
く
り
を
行
い
今
後
検
討
す
べ

き
こ
と
と
認
識
し
て
い
る
。

問

　委
託
業
者
の
選
定
方
法
と

委
託
費
は
。

教
育
長

　指
名
競
争
入
札
で
、

㈱
メ
フ
ォ
ス
が
落
札
し
、
委
託

期
間
は
令
和
５
年
９
月
か
ら
令

和
８
年
３
月
ま
で
で
総
額
４
５

８
５
万
円
で
あ
る
。

問

　食
材
で
使
用
し
て
い
る
地

場
産
品
の
品
目
と
数
量
は
。

教
育
長

　９
種
類
の
地
場
産
品

で
年
間
７
８
０
０
㎏
の
実
績
で

あ
り
、
今
後
も
積
極
的
に
使
用

し
て
い
く
。

問

　給
食
で
使
用
し
た
い
食
材

の
生
産
体
制
を
考
え
て
は
。

教
育
長

　献
立
を
作
る
の
は
、

１
ヶ
月
前
で
、
そ
の
前
に
食
材

を
発
注
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

地
元
の
食
材
を
で
き
る
だ
け
使

用
す
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た

い
。

問

　給
食
無
償
化
に
よ
り
村
外

に
通
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
へ

の
補
助
金
の
額
は
。

教
育
長

　小
学
生
が
９
名
、
中

学
生
が
８
名
、
78
万
円
を
助
成

し
て
い
る
。

問

　配
送
車
の
後
部
全
体
が
錆

び
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
食
材

配
送
車
と
し
て
改
善
す
べ
き
で

あ
る
。

　
教
育
長

　配
送
車
は
更
新
計
画

が
あ
り
、
早
期
に
購
入
で
き
る

よ
う
準
備
し
て
い
る
。

一般質問 村政を問う

できるだけ大衡産を使用
給食食材の地場産品の供給は

山本信悟 議員

給
食
食
材

給
食
提
供

問

問

問

教
育
長

教
育
長

教
育
長

問

教
育
長

問 問教
育
長

教
育
長

配
送
車

給
食
無
償
化

調
理
委
託

問教
育
長
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職員研修「働き方改革」

問

　
新
た
な
地
域
課
題
を
村
民

と
と
も
に
考
え
て
い
く
職
員
を

育
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

職
場
研
修
は
ど
の
よ
う
に
行
な

わ
れ
て
い
る
の
か
。

村
長

　職
場
の
上
司
や
先
輩
の

指
導
・
実
務
研
修
か
ら
培
わ
れ

る
も
の
で
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
も
重
要
な
要
素
で
あ

る
。

問

　
職
場
研
修
の
な
か
で
公
務

員
と
し
て
の
心
構
え
を
庁
内
で

体
系
的
に
高
め
て
い
く
方
策
を

考
え
る
べ
き
で
は
。

村
長

　職
員
一
人
の
不
注
意
や

不
適
切
な
対
応
で
信
頼
を
失
う

の
は
、
一
瞬
で
あ
る
。
職
員
が

親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
え
る
職

場
環
境
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

問

　
接
遇
の
大
切
さ
を
ど
の
よ

う
に
話
し
て
い
る
の
か
。

村
長

　初
め
て
の
全
体
朝
礼
で
、

職
員
に
話
し
た
こ
と
は
挨
拶
の

強
化
で
す
。
挨
拶
が
出
来
る
人

間
に
は
人
が
集
ま
り
、
話
し
や

す
い
環
境
が
生
ま
れ
る
と
考
え

る
。
挨
拶
や
気
配
り
が
足
り
な

い
と
い
う
こ
と
は
耳
に
入
っ
て

お
り
、
職
務
を
自
覚
さ
せ
て
住

民
福
祉
の
向
上
に
努
め
た
い
。

問

　
大
衡
村
人
材
育
成
基
本
方

針
を
改
定
す
べ
き
で
は
。

村
長

　基
本
方
針
に
は
、
求
め

ら
れ
る
職
員
像
や
人
材
育
成
の

方
策
な
ど
を
列
挙
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
変
革
に
対
応
で
き

る
人
材
を
育
て
る
た
め
に
も
、

見
直
す
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て

い
る
。

問

　
来
年
度
の
施
政
方
針
で
人

材
育
成
と
い
う
観
点
で
職
員
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
・
接
遇
向
上
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

村
長

　施
政
方
針
の
中
で
、
考

え
方
を
具
体
的
に
示
し
て
い
き

た
い
。

細川運一 議員

一般質問村政を問う

問 問

問問 村
長

村
長

村
長

村
長

職場研修の充実を図る
職員の計画的な育成を

職
場
研
修

接
遇

人
材
育
成

問

村
長

施
政
方
針
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契約金額

変更理由

変更前
320,100,000円

変更後
333,707,000円

鉄骨工天井受け下地追加工事
既存構造物撤去工事

契約金額

変更理由

変更前
212,267,000円

変更後
238,964,000円

給水・給湯栓新設工事
仮設排水管追加工事
除雪設備設置工事

契約金額

変更理由

変更前
　91,740,000円

変更後
100,262,800円

トランス容量の変更
仮設電源供給工事
講堂への動力幹線配線工事

問

　機
械
設
備
工
事
で
多
く
の
追
加

分
が
生
じ
て
い
る
。
当
初
の
工
事
仕

様
書
で
計
上
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の

か
。
判
明
し
た
の
は
い
つ
か
。

答

　厨
房
設
備
の
給
水
関
係
の
水
栓

が
、
設
計
業
者
の
誤
り
で
、
仕
様
書

か
ら
漏
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。
施
工
業
者
が
工
事
に
着
手

し
て
仕
様
書
、
図
面
を
確
認
し
て
い

る
中
で
判
明
し
た
。

問

　変
更
に
係
る
説
明
や
資
料
が
不

足
し
て
い
る
。
実
施
設
計
業
者
の
責

任
と
村
の
今
後
の
対
応
は
。

答

　設
計
委
託
業
者
と
は
、
変
更
に

至
っ
た
責
任
等
に
つ
い
て
今
後
協
議

し
て
い
く
。
村
と
し
て
は
実
施
設
計

業
者
に
対
し
て
、
し
か
る
べ
き
対
応

を
し
て
い
き
た
い
。

問

　契
約
変
更
に
伴
い
工
事
完
了
時

期
の
遅
れ
は
生
じ
な
い
か
。
ま
た
、

10
月
か
ら
の
給
食
提
供
に
支
障
は
な

い
の
か
。

答

　工
事
完
成
は
当
初
予
定
ど
お
り

９
月
８
日
ま
で
完
了
す
る
見
込
み
で

あ
り
、
新
給
食
セ
ン
タ
ー
の
稼
働
に

は
支
障
な
く
、
２
学
期
か
ら
給
食
の

提
供
は
で
き
る
。

契約
変更

令和５年８月４日

第4回臨時会

否決案件（機械設備工事）を
再度提案➡賛成多数で可決
否決案件（機械設備工事）を
再度提案➡賛成多数で可決令和５年８月９日

第5回臨時会

異議なし
多数 可決

起立採決

起立採決 賛成５：反対５
議長判断
否決

賛成８：反対２
可決

◎建築工事

◎機械設備工事

◎電気工事

給食センター整備工事
　　　　契約変更を否決
給食センター整備工事
　　　　契約変更を否決

答 問答 問答 問

主
な
質
疑
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契約金額

変更理由

変更前
320,100,000円

変更後
333,707,000円

鉄骨工天井受け下地追加工事
既存構造物撤去工事

契約金額

変更理由

変更前
212,267,000円

変更後
238,964,000円

給水・給湯栓新設工事
仮設排水管追加工事
除雪設備設置工事

契約金額

変更理由

変更前
　91,740,000円

変更後
100,262,800円

トランス容量の変更
仮設電源供給工事
講堂への動力幹線配線工事

問

　機
械
設
備
工
事
で
多
く
の
追
加

分
が
生
じ
て
い
る
。
当
初
の
工
事
仕

様
書
で
計
上
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の

か
。
判
明
し
た
の
は
い
つ
か
。

答

　厨
房
設
備
の
給
水
関
係
の
水
栓

が
、
設
計
業
者
の
誤
り
で
、
仕
様
書

か
ら
漏
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。
施
工
業
者
が
工
事
に
着
手

し
て
仕
様
書
、
図
面
を
確
認
し
て
い

る
中
で
判
明
し
た
。

問

　変
更
に
係
る
説
明
や
資
料
が
不

足
し
て
い
る
。
実
施
設
計
業
者
の
責

任
と
村
の
今
後
の
対
応
は
。

答

　設
計
委
託
業
者
と
は
、
変
更
に

至
っ
た
責
任
等
に
つ
い
て
今
後
協
議

し
て
い
く
。
村
と
し
て
は
実
施
設
計

業
者
に
対
し
て
、
し
か
る
べ
き
対
応

を
し
て
い
き
た
い
。

問

　契
約
変
更
に
伴
い
工
事
完
了
時

期
の
遅
れ
は
生
じ
な
い
か
。
ま
た
、

10
月
か
ら
の
給
食
提
供
に
支
障
は
な

い
の
か
。

答

　工
事
完
成
は
当
初
予
定
ど
お
り

９
月
８
日
ま
で
完
了
す
る
見
込
み
で

あ
り
、
新
給
食
セ
ン
タ
ー
の
稼
働
に

は
支
障
な
く
、
２
学
期
か
ら
給
食
の

提
供
は
で
き
る
。

契約
変更

令和５年８月４日

第4回臨時会

否決案件（機械設備工事）を
再度提案➡賛成多数で可決
否決案件（機械設備工事）を
再度提案➡賛成多数で可決令和５年８月９日

第5回臨時会

異議なし
多数 可決

起立採決

起立採決 賛成５：反対５
議長判断
否決

賛成８：反対２
可決

◎建築工事

◎機械設備工事

◎電気工事

給食センター整備工事
　　　　契約変更を否決
給食センター整備工事
　　　　契約変更を否決

答 問答 問答 問

主
な
質
疑

（19） おおひら議会だより 第198号（令和５年10月26日）



「みさと学」について研修

常時22℃に設定された精密工場

学校・行政・地域が一体的取組みと幼・小・中・
高校の連携支援の優れた成果を研修できた。 

学習意欲が向上し、学力向上に期待される。

・みさと学とは
小・中学校においてふるさと教育とキャリア教

育を融合し、地域社会と連携しながら行う教育。
・ことばの森教室

小学校５年～中学校３年まで町内在住の専門
職・経験者による作文やことば指導。

高精度加工とはいえ、最後は職人による手・
目・耳・触感を使った技術力が決め手となるとの
こと。人は機械に勝ることを実感した。

アルミを中心とした精密切削加工・高精度の機
械を何十台も所有し、切削加工は世界最高峰の精
度を誇る。大衡村には、第２・第３の投資を考え
ており、当社としては宮城県を発展の礎としたい
考えである。

・所在地：山梨県市川三郷町
・設　立：1978年12月14日
・資本金：1,200万円
・業　種：精密切削加工業
・従業員数：30名（平均年齢39歳）
・大衡村の操業開始予定：令和６年４月

◎成果

◎学力向上について

◆調査結果意見

◎事業概要

◎会社概要

◆調査結果意見

調査年月日：令和５年７月31日～８月２日

産業教育研修報告行政視察
山梨県　市川三郷町

㈱渡辺精機

教育視察

立地企業訪問
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遊具も充実している多世代交流館「きらり」

わかりやすい庁舎案内表示

活発に意見交換

住宅建築奨励金交付要綱を一本化で対応。本村で
も住宅建築助成金等の見直しを行い、一本化した施
策が必要である。

１．新築住宅建築　　　　　４．空き家家財処分
２．中古住宅取得・改修　　５．町外通勤補助
３．賃貸住宅居住　　　　　６．新規就業補助

職場改善業務を委託して２Ｓ（整理・整頓）を行
なっている。結果、事務の効率化による残業時間の
削減に繋がったとのこと。本村でも２Ｓを徹底され
たい。

・柏崎刈羽原子力発電所が立地しているため、放射
線防護対策として住民が避難できる庁舎。　　　
・議場のテーブル等は可動式で議会以外にも使用。

年代に応じた子育て支援策が充実している。本村
でも切れ目のない子育て支援策に加え、子育て支援
モデル一覧表を作成されたい。

妊　娠・出産準備金30万円・不妊治療費20万円
出　産・出産祝い金20万円
乳幼児・２歳まで紙おむつ等月５千円分支給
　　　・就学前３万円×３年間支給
　　　・保育料無償化・18歳まで医療費全額助成
小中学校・入学祝い金：小３万円・中５万円
高　校・通学時の公共交通利用30%助成

◎各種奨励制度

◆調査結果意見

調査年月日：令和５年９月25日～27日

総務民生 行政視察
新潟県　阿賀町移住定住促進

◎庁舎の特色

◆調査結果意見

新潟県　刈羽村新庁舎建設

◎切れ目のない支援

◆調査結果意見

新潟県　出雲崎町 子育て支援
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遊具も充実している多世代交流館「きらり」

わかりやすい庁舎案内表示

活発に意見交換

住宅建築奨励金交付要綱を一本化で対応。本村で
も住宅建築助成金等の見直しを行い、一本化した施
策が必要である。

１．新築住宅建築　　　　　４．空き家家財処分
２．中古住宅取得・改修　　５．町外通勤補助
３．賃貸住宅居住　　　　　６．新規就業補助

職場改善業務を委託して２Ｓ（整理・整頓）を行
なっている。結果、事務の効率化による残業時間の
削減に繋がったとのこと。本村でも２Ｓを徹底され
たい。

・柏崎刈羽原子力発電所が立地しているため、放射
線防護対策として住民が避難できる庁舎。　　　
・議場のテーブル等は可動式で議会以外にも使用。

年代に応じた子育て支援策が充実している。本村
でも切れ目のない子育て支援策に加え、子育て支援
モデル一覧表を作成されたい。

妊　娠・出産準備金30万円・不妊治療費20万円
出　産・出産祝い金20万円
乳幼児・２歳まで紙おむつ等月５千円分支給
　　　・就学前３万円×３年間支給
　　　・保育料無償化・18歳まで医療費全額助成
小中学校・入学祝い金：小３万円・中５万円
高　校・通学時の公共交通利用30%助成

◎各種奨励制度

◆調査結果意見

調査年月日：令和５年９月25日～27日

総務民生 行政視察
新潟県　阿賀町移住定住促進

◎庁舎の特色

◆調査結果意見

新潟県　刈羽村新庁舎建設

◎切れ目のない支援

◆調査結果意見

新潟県　出雲崎町 子育て支援
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上北沢排水処理施設を調査

中学校授業状況を調査

保・幼・小・中のバトンを引き継ぎ向上を図り、タブレ
ットを有効活用し考える力を身に付けられたい。

学年
小学５年
小学６年
計

中学１年
中学２年
中学３年
計
合計

参加希望児童生徒数（Ｒ５.６.22）
希望者数（人）

37
29
66
35
22
14
71
137

在籍数（人）
72
53
125
60
54
47
161
286

申込率（％）
51
55
53
58
41
30
44
48

・学校支援
（１）人的サポート

児童生徒への指導・支援の充実
（２）学習サポート

児童生徒の学習定着の確認及び指導法改善
（３）ＧＩＧＡスクール構想による一人一台タブレット

学校における学習内容の定着と確認及び家庭学習
等での活用

・計画を見直し再検討すると決定
これまでの経緯
令和２年度　上北沢排水処理場ストックマネジメント策定
令和３年度　既存施設を運用しながら５か年で更新決定
令和４年度　第１期工事に係る実施設計
令和５年度　第１期工事費と第２期実施設計費を予算計上

令和５年８月24日
視察先：福岡県川崎町・旧正栄炭鉱施設を村執行部で視察

令和５年９月22日
資源エネルギー庁・東北経済産業局調査のため来村
議会議長・常任委員長同席

・開催日程
小学生：７月21日（金）～28日（金）
場　所：平林会館

中学生：８月17日（木）～24日（木）
場　所：中学校

学力向上

Reportレポート委員会

◎学力向上の取組み

◎令和５年第４回全員協議会において

◎更新事業を一旦停止、再検討するため視察

◎大衡塾の開催

◆調査結果意見

調査年月日：令和５年７月12日・27日

産業教育

上北沢排水処理施設更新
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賑わう児童館

多くの世帯が転入したときわ台南
村独自の移住・定住につながる具体的な取組み
がされていない。
村の若者世帯定住促進補助金・三世代同居促進
補助金については申請件数が少ない。補助金制度
を見直すべきである。

・東京に在住している方が宮城に移住し、対象求人
への就業するなどの一定の要件を満たす場合、移
住先の市町村が支給するもの。

小学生の利用がコロナ流行前に戻りつつある。
今後も感染対策に留意し運営されたい。

支給額
財源負担割

世帯移住
100万円

単身移住
60万円

国2/4、県1/4、村1/4

年間利用数

開館数

未就学児

小学生

中・高校生

令和元年度

291日

355組

31,191人

110人

令和３年度

282日

29組

20,951人

81人

令和４年度

287日

15組

24,365人

0人

・東京に在住している方が宮城に移住し、対象求人への就業するな
どの一定の要件を満たす場合、移住先の市町村が支給するもの。

年度
令和元年
令和２年
～５年

開催状況
中学校講堂にて138名参加
新型コロナの感染拡大防止のため開催
中止

令和６年度から敬老会は実施しない。敬老祝い品
も今年度で終了。
敬老会は、各行政区に移行し、村で補助をするこ
とで庁内検討中であった。地区の重荷にならないよ
う努められたい。

調査年月日：令和５年７月19日

総務民生 委員会
◎利用状況

移住・定住促進

◆調査結果意見

大衡児童館

◆調査結果意見

◎宮城県の移住支援金

敬老会
◆調査結果意見
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おおひら

議会だより
　
僕
の
将
来
の
夢
は
魚
に
関
す
る

職
業
に
つ
く
こ
と
で
す
。
理
由
は
、

釣
り
が
好
き
で
、
魚
を
見
る
こ
と

や
釣
る
こ
と
が
大
好
き
だ
か
ら
で

紅
葉
狩
り
の
散
歩
を
楽
し

む
良
い
時
季
を
迎
え
、
ス

ポ
ー
ツ
を
す
る
絶
好
の
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
た
健
康
増
進
に
よ
り
、

健
康
長
寿
社
会
の
実
現
を
目

指
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

小
川

　
克
也

村
民
体
育
大
会
に
代
わ
る

ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
好
天
に
恵
ま
れ

多
く
の
家
族
が
参
加
し
、
さ

わ
や
か
な
一
日
を
過
ご
し
ま

し
た
。

　３
人
の
子
育
て
を
し
な
が
ら
働

き
、
通
勤
途
中
や
実
家
へ
行
っ
た

際
に
、
改
め
て
大
衡
村
の
素
晴
ら

し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　子
育
て
世
代
に
は
う
れ
し
い
給

食
費
無
償
化
、
安
心
し
て
登
下
校

で
き
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
。
私
も
幼

稚
園
・
小
学
校
の
頃
は
片
道
２
㎞

を
、
我
が
子
も
片
道
１
・
５
㎞
を

徒
歩
で
登
下
校
し
て
い
ま
す
。
仕

事
の
都
合
で
悪
天
候
で
も
送
迎
で

き
な
い
こ
と
が
多
く
「
ス
ク
ー
ル

バ
ス
が
あ
っ
た
ら…

」
と
日
々
感

じ
、
大
衡
村
は
安
心
し
て
子
育
て

で
き
る
環
境
が
整
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

　「
マ
マ
の
学
校
!?
広
い
ね
！
い

い
ね
！
」
と
娘
に
羨
ま
し
が
ら
れ

る
ほ
ど
大
き
な
校
庭
に
ち
び
っ
こ

山
の
あ
る
小
学
校
。
自
然
散
策
で

き
る
万
葉
の
森
や
ク
リ
エ
ー
ト
パ

ー
ク
と
、
大
衡
に
は
魅
力
的
な
場

所
が
た
く
さ
ん
あ
り
今
で
も
足
を

運
ん
で
い
ま
す
。

　そ
し
て
大
好
き
な
の
は
大
衡
か

ら
見
え
る
「
七
ツ
森
の
風
景
」
で

す
。

編
集

　
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

発
行
責
任
者

　
議

　
長

　
髙
橋

　
浩
之

子どもたちと大衡村を訪ねて！

No.198

あ
と
が
き

表
紙
写
真

大衡小学校　６年

北舘　青空　さん
きただて　　　そ　ら

わ
た
し
の

夢

みんなの

大衡中学校　２年

八重樫みるく　さん
　や　え　がし

す
。
大
人
に
な
っ
て
も
、
今
好
き

な
こ
と
を
仕
事
に
し
て
楽
し
み
な

が
ら
働
き
た
い
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
魚
の
こ
と
を
た
く
さ
ん
調

べ
て
、
勉
強
を
し
て
努
力
し
た
い

で
す
。　

も
し
魚
に
関
す
る
仕
事
に
つ
け

た
ら
、
ま
だ
明
ら
か
に
な
っ
て
い

な
い
こ
と
を
解
明
し
て
人
の
役
に

た
て
る
よ
う
に
頑
張
ろ
う
と
思
い

ま
す
。

魚
に
関
す
る

仕
事
を
し
た
い

尾
形

　和香
子

尾
形

　和香
子
さ
ん
さ
ん

お
　が
た
　

　
　わ

　か

　こ
　

お
　が
た
　

　
　わ

　か

　こ
　

（
大
衡
村
出
身
）

（
大
衡
村
出
身
）

加
美
町

村
外
か
ら
み
た
大
衡

　
私
の
将
来
の
夢
は
、
ウ
ェ
デ
ィ

ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
す
。

　
私
が
小
学
校
五
年
生
の
時
に
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
偶
然
に
も
こ
の
職
業
の
存

在
を
知
り
、
そ
の
瞬
間
か
ら
私
の

心
は
完
全
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

　
私
は
素
敵
な
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
プ

ラ
ン
ナ
ー
に
な
れ
る
よ
う
に
、
今

の
う
ち
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や

ブ
ラ
イ
ダ
ル
に
関
す
る
専
門
知
識

な
ど
を
学
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
専
門
学
校
進
学
後
は
よ

り
深
く
学
ん
で
い
き
、
新
郎
新
婦

さ
ん
が
よ
ろ
こ
ん
で
く
れ
る
よ
う

な
素
敵
な
一
日
に
な
れ
る
よ
う
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
で
す
。

素
敵
な
一
日
を

つ
く
り
た
い
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